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              合掌苑 苑長 成澤 武史 

令和 5 年度、令和時代に入って 5 年様々な事が様変わりし、コロナウイルスも第 5 類の感染症に分類され

ましたが、未だ終息の兆しは見えず。皆様はどのような日々を過ごされていますでしょうか。 

近年、コロナ禍ではありましたが、毎年少しずつ施設整備を進めて参りました。敷地内“報恩寮”を家族交

流用にリフォームし、より安心な家庭復帰を目指した場所づくりに取り組んだり、分園である“明日葉”を増

築し、そこで暮らす子ども達が皆個室を持つことができるようになったりと、より家庭的な養護を提供出来る

施設づくりを目指してきました。 

今年度は当苑にとって、大きな変革の年度となります。本体施設から近い場所において、分園型小規模グル

ープケアという小規模棟を 4 棟建設します。これによって入所している子ども達すべてが小規模かつ家庭的

な養育環境のもと生活することになり、施設の中で差のない養育環境となることを目指しています。完成予定

は令和 6 年 3 月。私たち職員も、長年続けてきた大舎制養育から小舎制養育への変革が求められています。 

養育環境が整い一般家庭と同じようなサイズ感で生活出来ることが、子ども達にとっては非常に良いことだ

と感じてきましたが、その一方で、働く職員にとっては職員体制が分割さ

れることへの不安の大きさや、配置基準・職員体制の脆弱さが問題視され

てきました。しかしここ数年で、国の社会的養育・家庭的養育推進計画に

より小規模かつ地域分散化された施設においての配置基準の見直しがさ

れ、職員体制がより手厚く配置されることとなり、国及び岐阜県の補助を

受け、当苑でも建設することに踏み切りました。夏からの工事スタートを

目指しており、それまでにも大変なことは沢山ありますが、完成した時の 

子ども達の“笑顔”を想像して、職員一同頑張っています。 

これらの事業拡大に伴って、より多くの人材を必要とし、職員として働 

いて頂ける方を募集しています。明日の未来を担うのは子ども達。様々な業界で人材不足が叫ばれている御時

世ではありますが、なくなってはならない社会的養護。子ども達を大切にして頂ける同志を募っています。 

さて、施設整備をしつつも、日々の生活は流れ、子ども達は成長していきます。コロナ禍によって中止して

いた行事なども、子どもの育ちに必要なもの。さまざまな場所に出かけることや体験することも、安全性を出

来る限り守りながら実施していきたいところ。夏休みには恒例の旅行にも連れて行きたいと考えております。 

また、職員同士も交流がとても大切な仕事。ここ近年は歓迎会やお疲れ様会を計画することすら出来ず、各

個人で孤独と向き合いながら仕事をしていた場面もありました。当法人の理念にもある「分かり合い 助け合

い 磨き合う」、たとえ大所帯となっても、しっかり受け継いでいきたいと思います。 

 

合掌苑だより 

新棟建設予定地 

どんな景色に変わるのか… 

子ども達も楽しみにしています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 年 度 は 、 幼 児 の 担 当 グ ル ー プ （ 旧 A 担 当 ） が な く な る と い う 

大きな変化がありました。そんな中でも元気な子ども達と各担当を紹介します！ 

令和5年度 

～子ども編～ 合掌苑の紹介 

 

本館 B 担当には、小中学生の男子児童が生活しています。今年

は 2 名の児童が中学校に入学しました。新しい環境に不安からの

スタートとなりましたが、すぐに友達もでき、やりたい部活も見つ

かった様子で、毎日元気に登校しています。他の児童も、野球にバ

スケ、卓球部に所属しており、現在大活躍中です。先日、全学童郡

上市予選の野球大会があり、見事優勝することができました。卓球

大会ではベスト8という結果に悔しい思いをした児童もいますが、

さらなる目標をもって日々の練習を頑張っています。そんな子ども

達に負けないように、我々職員も子ども達の為に頑張ります。 

 

今年は新 1 年生に上がった子どもが 3 人います。2 人は幼稚

園から小学生へ。1人は小学生から中学生へ。ピカピカの大きな

ランドセルを背負い上級生についていく2人、初日不安そうな顔

をしながらも登校した新中学生、そんな3人の姿を見てすでに成

長を感じております。新年度がスタートし3人以外の子ども達も

進級し下級生の子の面倒を見てくれる姿や、見本になれるような

姿を見せてくれています。今年も子どもたちの成長と頑張りをた

くさん見つけ、職員も子どもたちを全力でサポートしていきたい

と思います。 

 

今年のかやのみ館は、幼児さんから高校生と年齢層が広いメンバ

ーでの生活になりました。一緒に過ごす職員も毎日大忙しです。そ

んな職員の姿を見てか、中高生の子ども達は、自分たちの勉強や部

活で大変な中でも、小学生や幼児の面倒を見てくれています。食事

の場面や、生活の場面でとても助かっています。小学生・幼児さん

も新しい生活の中で、食事の準備や、洗濯物の片付けなど、出来る

ことは自分たちで行うようにしています。今年度のかやのみ館は

「出来ることはできるだけ自分でやろう」を一つの目標にしまし

た。特に高校生には、差し迫る自立に向けて沢山のことを身につけ

て欲しいと思います。そしてそれを手助けできる職員でありたいと

思います。喧嘩や言い合いもありますが、このメンバーだから作れ

る、楽しい思い出いっぱいの一年にしたいと思います。 

 

B 担当（本館） 

C 担当（本館） 

かやのみ館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の福祉館は、小～高校生で生活をしています。高校生

は4人それぞれ通う学校が違い、各々の生活をしています。学

校生活に慣れることに大変な反面、中学よりも視野が広がり楽

しいと話してくれます。高校生が 4 人ということで今年の福

祉館の目標は、“自立に向けて取り組む 1 年”です。身の回り

のことを少しでもできて欲しいという願いを込めて、食器や洗

濯など自分の物は自分で洗い片づける、お金の管理ができる、

朝自分で起きる、などに取り組んでいます。実際の所、洗濯を

ため込んでしまったり、物欲や遊びの誘惑に負けてしまった

り、朝寝坊をし、電車に乗り遅れそうになることもしばしば…。

まだまだこれからですが、よく頑張って取り組んでくれている

と感じます。職員はそんな子ども達を応援していきます。 

 

今年度明日葉で生活する子どもたちは昨年度に引き続き小学生か

ら高校生の6人と、新たに幼児さんが1人加わり7 人の子どもたち

が生活しています。 

毎日幼児さんの元気いっぱいの姿（ご飯中に箸を投げる、何をして

も「嫌々」、遊び疲れて寝落ち、等）に翻弄されながらも、皆が幼児

さんと遊んでくれたり、お世話をしてくれてとても助かっています。 

特に大忙しなのは中学 3 年生の子たち。今年で部活動も引退にな

る為、最後の大会に向けて庭先でも自主練習を頑張っています。バス

ケ部の子はドリブル練習をボールがボロボロになりそうなくらい、汗

を流しながら取り組む姿も見られます。高校受験もあり、子どもたち

も頑張らなくてはいけない 1 年になりますが、楽しい思い出も作り

ながらみんなで協力して生活していきたいと思います。 

 

新規小規模棟 4棟について、県の補助金等を受けながら、夏着工、次年度春完成予定です。 

現在の苑南側の土地に建設予定です。建設の様子や進捗については、苑 HPや本誌、 

苑公式 instagram（new‼）にてご紹介していきたいと思います。ご支援いただいている皆様、関

係機関の皆様、いつもありがとうございます。よろしくお願いします。 

 冒頭にも記載しましたが、今年度から幼児担当のグループ（旧 A担当）がなくなりました。小

規模化に向けた縦割りグループ作りのためです。発表があった時は子ども達も「えー！」と驚い

ていましたが、同時に、少人数のグループになれたことや大きい子たちと生活できることに「よ

っしゃー！」「やったぜ！」と喜びの声も聞こえました。変化への柔軟さには驚かされるばかりで

すが、生活の変化から受ける影響に配慮しながらも子ども達を支えていきます。 

福祉館 

明日葉 

今年度の合掌苑の取り組みや体制について紹介します。 

令和 5年度 

～施設編～ 合 掌 苑 の 紹 介 
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2歳～4歳の入所児が通う苑内保育園の「にじいろえん」。創設されて早2年が経ちました。 

平日の毎朝、各棟から幼児さんが集まり、朝の挨拶から始まり「挨拶の歌」「季節の歌」「体操」「フラッシュカー

ド」など行い、その後季節ごとの制作遊び、外遊び、室内遊びなど様々な経験、体験を通し、子どもたちの成長を

見守っています。 

昨年は、「にじいろえん」で頑張ってきたことを職員の方々に見てもらうため、発表会に力を入れました。 

発表会では、皆でフラッシュカードや寿限無の暗唱、歌や体操、ハンドベル演奏、はらぺこあおむしのオペレッタ、

お買い物ごっこや一緒にゲームを楽しみました。 

沢山の職員を目の前にみんな緊張気味でしたが一生懸命発表することができました！！ 

特に驚かれたのは 4 歳男児の都道府県のフラッシュカード。47 都道府県全ての形を覚え、全問正解！！職員か

らも「すごい！！」「どうやって覚えたのかな？」等、沢山の声を頂きました。自慢げに嬉しそうにほほ笑む表情が

可愛らしかったです♪ 

「にじいろえん」では１年を通し、様々な体験を通じて個人個人の得意なところを伸ばし、遊びの中から「自分も

やればできる」経験を積み重ね自己肯定感を育みたいと考えております。 

 

 

 

 

5月の製作：鯉のぼり 

フラッシュカード 

県名を全部言えました！ 

すごい！皆さんは分かりま

すか？ 発表会 

子ども達がお店屋さんになってお仕

事体験。上手にできました♪ 

お芋植え 

すっかり毎年恒例になりました。

今年も大きく育ってね♪ 



 



＜後援会「友の会」について＞ 

 

（令和 3 年 12 月～令和 4 年 3 月） 

合掌苑の苑児たちに沢山の方々から、温かいご支援を賜りました。略儀ながら紙面にお名前を掲載して御礼の言葉

にかえさせていただきます。ありがとうございました。 

 

★勝手ながら敬称を省略させていただきました。万一誤表記、掲載漏れがございましたら、なにとぞご容赦願います。 

 

  

・親と一緒に暮らせない子どもであるからこそ、豊かな生活・豊かな環境が保障されなければなりません。この為に

も合掌苑では後援会組織「友の会」を結成しております。 

・会費３，０００円、皆様のお力添えをお願い致します。 

・詳細については、｢友の会｣事務局、合掌苑までご連絡下さい。 

＜令和 4年度 友の会 会計報告＞ 

入金額   158，391 円 （令和 5年 3月 31 日現在） 

☆ 友の会としてご入金いただいたお金は、合掌苑 施設会計に寄付金として計上し、子ども達の生活に役立たせてい

ただきます。今後とも皆様には引き続き倍旧のご厚情を賜りたく、お願い申し上げます。皆様のご健康とご発展をお祈

り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）小林食品 （有）和田ファーム

JAめぐみの 延寿寺

大石寿司 大垣共立銀行 大島哲夫 岡本幹彦 小川明 かつ弥

株式会社　M・クリバー 河合孝行

河合真理子 河村一成 河村桂子 小池いく代

坂祝町社会福祉協議会 佐藤あつ子 鈴木照子 そば　かとう 高垣組 高橋安弘

田中修治 谷口純一 塚原大和 土屋早織 筒井照明 ドミノピザ

長尾花子 なかの 西村敏行 日建ヘルスメディカル 日本鏡餅組合 羽田野宗雄

日本出版販売株式会社 東谷音々 福手淳子 ベッカライフジムラ

前田富子 三島建築 三島希香 水野富夫 水野照 井亦照美

安江守安 山田久美子 優里 𠮷田侑里子 連合岐阜 ワールドメイト

若鶏の春近 渡辺若菜 和田雅也 渡利寛

（株）チュチュアンナ1％クラブ

株式会社 カーブスジャパン

（一財）日本児童養護施設財団 （株）サンクスアクティビティー

CBCチャリティ募金事務局

株式会社　Daska ＆ Desiree

株式会社　岐阜フットボールクラブ

ビッグスワン理美容合同会社

        

新年度が始まりそれぞれ新しい生活がスタートしました。子ども達が学校生活(勉強、部活)を頑張っている姿・

新しい事に挑戦している姿に励まされるように、負けじと職員も日々努力しています。 

そこで、合掌苑の新しい取り組みとして、「インスタグラム」を始めてみました！内容として 

は、「求人案内」、「子どもや職員の日々の生活の様子」、「寄付紹介」等を載せています。年齢を 

問わず様々な方が利用する SNS を通じて、合掌苑の魅力をお届け出来たら！と思っています。 

興味のある方は是非インスタグラムのフォローをお願いします♪   QR コードから見れます 


